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１，目的
日産自動車「ノート e-Powerインバーター」を分解し、内部構造及び消耗度を確認する。

Fig.1 インバーター全体（上面）
見るべき箇所

・めっき無しバスバーの劣化、変色
・バスバー沿面距離、空間距離、断面積
・冷却水の水漏れ及び防水構造
・各部品材質、メーカー
・部品点数（BOM作成）及び概算コスト
・各接点部のダメージ（微摺動磨耗等）
・感電防止構造及び接地位置等
・組立手順の考察

出典元:日産自動車HP シリーズハイブリッド（レンジエクステンダーEV）なので走行用モーターと発電モーターの２つを搭載している。
但し充電用インレットは無い。
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２，全体確認
① インバーター全体

サイズ:⾧さ48.6cm x 幅32.5cm x 高さ18cm(24cmバスバー含む）
重量:9.6kg （上下カバーはアルミダイキャスト製）

Fig.2 側面 Fig.3 正面横（バスバー側） Fig.4 インバーター履歴タグ

駆動用?Or 発電用モーターI/Oバスバー バッテリー側入力 駆動用?Or 発電用モーターI/O

         位置決め用シャフト HVAC（PTC）用高電圧コネクタ 個体履歴 2021年生産
走行距離:60632km

Fig.5 インバーター裏面 Fig.6 側面（水冷管側） Fig.7　上面詳細 高電圧入力部

発電用モーターコントロール信号I/Oコネクタ パワー半導体冷却用水冷管出入り口 タグの文字は日本語、英語、韓国語表記
(矢崎製丸形コネクタ） 入り口は右側、出口は左側 水温センサーコネクタ2P 韓国語表記があるということは日産ノートは九州日産工場で
どうしてトランスミッション用丸形コネクタ? 水冷管内径 Φ16.3mm 生産していることが分かる。

冷却液:水色（ラジエター液と同じ?）



② パワー入力部
Fig.8 バッテリー側バスバーボルト部カバー Fig.9 カバー内部

当インバーターを固定しているボルトはアルミ合金（またはステンレス系金属） 防水ゴムはNBR系と思われる
カバーはSPC（鋳鉄か?） 異種金属接合が大丈夫なのか? コントロール用（黒）丸形コネクターも防水している?

Fig.10 バスバー（モーター側）カバー Fig.11 カバー内部 ガイドピン２本

バスバーが３極あるのにボルトは４本固定 バスバー　   20mm幅 x 2 板厚 2.2mm
23mm幅 x 1 板厚 2.2mm

幅の違いは放熱の為と思われる。



③ 筐体分解
Fig.12 ※このカンガルーマーク何? Fig.13 筐体カバー開封

右のユーチューブ動画にあるようにカバーを外そうとするが上下カバーがゴム系接着剤固定されている
全てのボルトを除去してもカバーは開かず

当アルミダイキャスト製カバーは
「日産キャスティング・オーストラリア」で生産されたものと思われる。
企業トレードマークにカンガルーを使用している。



Fig.16 筐体内部 Fig.19 筐体状態

Fig.32 コントロール基板Assy Fig.37 バスバーAssy

 



BOM(Bill of Material)


